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はじめに

　筆者は先に弘化2年（1845）・同3年（1846）・同4年
（1847）のオランダ船脇荷物輸入について調査研究をお
こなった。（1）これらの研究は19世紀に入ってからのオラ
ンダ船脇荷物輸入を解明するための基礎的研究の一環
である。（2）本稿は、その継続作業であり、弘化期につづ
く嘉永元年（1848）のオランダ船脇荷物輸入に関する史
料を提示検討し、先の研究とあわせて当時（1840年代）
の脇荷物輸入の実態を考察するものである。（3）

第1章　嘉永元年の脇荷物に関する史料

　嘉永元年の脇荷貿易は、バタヴィアで脇荷貿易権を獲
得した賃借人による取引であった。（4）嘉永元年はバタ
ヴィアからオランダ船1艘ヨゼフィーヌ・カタリーナ号
Jozefine Catharinaが長崎港に入津しているが、この年
の脇荷貿易に関するオランダ側の史料は残念ながら管
見の限り未詳である。
　日本側史料としては、まず、「唐船紅毛差出控」（5）内の
嘉永元年の「脇荷物」リストを挙げることができる。本
史料は、オランダ船が長崎港に入津して後、日本側に提
出された送り状コピー（提出送り状）の翻訳である「積
荷目録」と考えられる。（6）

　次に、嘉永元年の脇荷取引の結果を記した史料として
「申紅毛本方并脇荷物品代り反物落札帳」（長崎歴史文化
博物館収蔵）内の「申紅毛ワキニ」の記事を挙げること
ができる。（史料1）脇荷取引は、本方取引と違い、オラ
ンダ人が持ち渡った商品（脇荷物）を長崎会所において
日本商人が直接入札する取引であったが、（7）本史料は、入
札に加わった商人（松田屋）が作成したものであり、取
引商品名と数量、入札上位三番札までの価格（入札最上
位の札が落札価格となる）と商人名を記録している。し
たがって、本史料により取引された各脇荷物の詳細な品
名と数量、落札価格・落札商人名を知ることができる。

第2章　嘉永元年の脇荷物

　第1章で紹介した「唐船紅毛差出控」内の嘉永元年の
「脇荷物」リストを表示したものが、表1である。（数字
は基本的に算用数字で記した。）

　表1において注目される点は、具体的な商品名を記し
た薬品や雑貨以外、大変簡略な記事になっていること
である。「硝子器」・「小間物類」・「焼もの類」・「油薬
類」・「薬油類」などまとめて訳している品目があり、
商品リストとしては具体性を欠いたものとなっている。
このような傾向は、当時オランダ側が日本側に提出し
た積荷リスト（提出送り状）、およびそれを翻訳した日
本側リスト（積荷目録）全般にいえることである。（8）19
世紀も中期をむかえるに従って、輸入品も定例化して
きており、従来よりおこなわれていたオランダ側から
の積荷リストの提出とその翻訳は形式化し、それによっ
て内容も簡略化されたものとなっていったのである。
しかし、当然詳細な品目リストはオランダ側にも日本
側にも存在していたと思われる。
　「申紅毛本方并脇荷物品代り反物落札帳」は上述のよ
うに日本側商人が作成したものであり、嘉永元年の脇
荷取引の実態をみるのに最も詳細な現存史料といえる。
したがって、本稿では、本史料によって得られた結果
を作表し提示しておきたい（表2）。表1では、表2で各
品目に付した頭注番号を「見帳（表2）番号」として

「積荷目録」に照合する形で記しておく。
　表1と表2により上記の「積荷目録」に記された「硝
子器」・「小間物類」・「焼もの類」・「油薬類」・「薬油類」
などの具体的な品名がわかる。さらにそれらを含めて
日本で脇荷取引された品々の日本側商品名と数量、落
札価格、落札商人名を確認することができる。しかし、
表1と表2の照合で全ての商品が一致するわけではない。
表1内の［25］に照合する商品は表2には見当たらない。
また、表2内の（193）・（196）・（207）に照合する商品
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は表1に見当たらない。さらに、表2内の（236）タマリ
ンテは表1で［8］と［61］にみられ、同じく表2内の

（238） 〜（247） の サ ホ ン は 表1で［14］ と［62］ 〜
［71］にみられ疑問の残るところである。表1・表2の出
典となるそれぞれの史料が写しであることよりおきた
写本ミスか、あるいは何らかの意図があったのかにつ
いては現時点において未詳といわざるを得ない。

おわりに

　以上、検討してきたように嘉永元年（1848）のオラ
ンダ船脇荷物の取引は、弘化期の品々と同様、ガラス
器や陶器といった食器類、さらに薬品類が非常に多く、
その他雑貨類などであり、本方荷物にはみられない多
岐にわたる品々が存在していた。このように嘉永元年
に賃借人によって持ち渡られた品々は、当時の蘭学興
隆の面からみると文化史上、大変重要な意義を有して
いたといえよう。19世紀も中期を迎えるに従って日蘭
貿易における脇荷取引はその量と種類の多さより重要
な取引となっていたが、（9）嘉永元年の事例からもそれが
理解できる。
　以上の問題をさらに実証していくためには、より多
くの事例を今後も積み重ねていく必要がある。その調
査研究を通して近世後期における脇荷貿易、ひいては
日蘭貿易そのものの存在意味が解明されていくものと
思われる。
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［付記 1］

　本稿作成にあたっては、鶴見大学実習助手戸田さゆり氏に協力

頂きました。記して深甚なる謝意を表します。

［付記 2］

　本稿は、JSPS科研費26370803の助成を受けたものです。
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表 1　嘉永元年（1848）オランダ船脇荷物の積荷目録
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表 2　嘉永元年（1848）オランダ船脇荷物の取引
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